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　　4．　薬物療法中のNIDDM患者におけるAcarbose
　（Glucobay⑪）併用療法の効果
（八王子内分泌代謝科）旭暢照、川崎泰久、藤邑雅子、
調　進一郎、大野　敦、植木彬夫
（内科学第3）伊藤久雄
グルコバイはα一グルコシダーゼの作用により、食後過血
糖を抑制する作用がある。本来単独投与を基本としている
が、SU剤やインスリン療法において食後過血糖例や血糖の
不安定な例ではグルコバイ併用療法が有効と思われ、約30
例に併用したが、このうちSU剤との併用例4例とインスリ
ンとの併用例2例を報告するSU剤との併用例では、併用後
にHbAlcの改善が認あられ、入院症例での一日血糖におい
て、食後過血糖の改善が認められた。インスリンとの併用
例では、血糖の不安定な症例、特に食後過血糖例において
血糖値が安定し、HbAlcの改善が認められた。またSU剤や
　インスリンを併用した場合に低血糖の出現が問題となって
　いるが、今回の併用例ではいずれも重篤な低血糖は認あら
　れなかった。以上より薬物療法において食後過血糖を認め
　る症例では、グルコバイの併用がより良い血糖のコントロ
　ールをあざす際の有用な一手段となると思われる。
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6．　甲状腺癌全摘後の上皮小体機能の検討
（外科学第1）岩渕　裕、嘉村哲郎、小中千守、加藤治文
甲状腺癌で甲状腺全摘術を施行する場合、術中に上皮小体
の機能温存に努める必要がある。我々は術中に上皮小体を
自家移植する方法をとっているが、術後成績にばらつきが
みられている。そこで移植腺数の違いにより術後成績にい
かなる差がみられるかを検討した。
症例は1986年から90年までに甲状腺全摘術をうけ、術後経
過観察可能であった97例とした。自家移植可能例は54例で、
その内訳は1腺のみが35例、2腺が16例、3腺が3例であ
った。43例は術中に上皮小体が同定できず移植できなかっ
た。結果は移植なし群で62．8％が持続的低下、7．0％が正
常化し、1腺移植群では34．3％が持続的低下、22，9％が正
常化、2腺以上群では10．5％が持続的低下、57．9％が正常
化した。以上より、上皮小体移植は2腺以上移植すべきと
判断した。
　　5．　原発性甲状腺機能低下症におけるCA　19－9の意義
について（第一報）
（老年病学）近喰　櫻、深谷修一、中野正剛、桜井博文、
岩本俊彦、高崎　優
ルイス血液型（以下Le）がa型（以下Leつの原発性甲状
腺機能低下症（以下原二三）の患者は治療前すでにCA　19－9
が高く、治療によりCA　19－9が正常範囲に戻ることが過去に
観察された。今回原甲低の患者において、Leが（a＋，　b一），
　（a一，b＋），（a一，　b一）の表現型を示す症例を8例経験した
ので、各々について検討した。潜在性原甲低を除くLea患
者ではCA19－9は高かった。大部分のLebの患者ではCA19－9
は正常であるが、高い場合も治療により低下した。これは
Lea山容を比較的多くもっためと考えられた。　Le（a一，　b一）
の患者では低かった。以上により、CA　19－9が高いとき、膵
癌の他に原甲低を疑ってホルモンの検査を行うべきである
　と考える。
　　7．　LH－RH　agonistが奏効した肺転移を伴った進行
乳癌の1例
（外科学第3）三枝主弦、小柳泰久、日馬幹弘、関根幹男
（病院病理部）芹沢博美、廣田映五
（病理学第2）海老原善郎
患者は39歳、女性で左乳房腫瘤を主訴に来院した。入院時
より適評下葉に転移を認めた。非定型的乳房切断術及び傍
胸骨リンパ節郭清を施行し、多数のリンパ節転移が認めら
れた。転移巣の手術、化学療法は拒否されたため術後より
4週に1度、塩酸ゴセレリン7．2皿gの皮下注を行った。術
後16週より肺転移はPRとなり、2年間の投与終了後も増悪
を認あていない。この間の内分泌状態は去勢時とほぼ同様
のレベルの減少が持続していた。閉経前乳癌における卵巣
摘出の効果は最近、再評価を受けており、本剤はmedical
cascationと考えられる効果を有していた。
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